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桟橋構造の概要 【位置・規模】

  

 

 

埋立部埋立部埋立部埋立部    連絡誘導路部連絡誘導路部連絡誘導路部連絡誘導路部    

接続部接続部接続部接続部    
桟橋部桟橋部桟橋部桟橋部    

524m524m524m524m    

3120m3120m3120m3120m    

2020m2020m2020m2020m    

1100m1100m1100m1100m    

620m620m620m620m    

228m228m228m228m    

        桟橋部桟橋部桟橋部桟橋部面積面積面積面積    50505050万万万万mmmm2222    
桟橋部面積桟橋部面積桟橋部面積桟橋部面積 約約約約50505050万万万万mmmm2222

多摩川河口域多摩川河口域多摩川河口域多摩川河口域

多摩川河口域に建設（通水性確保）

桟橋構造



桟橋構造の概要 【構造選定】

共用中の空港に隣接して施工
短い施工期間

ジャケット式桟橋構造の採用



 

ジャケットジャケットジャケットジャケット諸元諸元諸元諸元    

 ・桟橋部 198基 

 ・標準寸法 63m×45m 

 ・最大重量 約1,600トン 

桟橋構造の概要 【大ブロック化】



 

上部床版工
PCa床版･UFC床版

基礎杭打設工

基礎杭打設工基礎杭打設工基礎杭打設工基礎杭打設工

ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄ据付工据付工据付工据付工

杭杭杭杭～～～～ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄ結合工結合工結合工結合工

ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄ間結合工間結合工間結合工間結合工

上部床版工上部床版工上部床版工上部床版工

（（（（PCaPCaPCaPCa床版床版床版床版････UFCUFCUFCUFC床版床版床版床版））））

舗装工舗装工舗装工舗装工

ｼﾞｬｹｯﾄ据付工

杭～ｼﾞｬｹｯﾄ結合工

ｼﾞｬｹｯﾄ間結合工

桟橋構造の概要 【構造・施工フロー】



桟橋工事の特徴 １
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昼間施工昼間施工昼間施工昼間施工

夜間施工夜間施工夜間施工夜間施工 継杭施工継杭施工継杭施工継杭施工

厳しい施工条件下における大規模・急速工事

基礎杭打設工基礎杭打設工基礎杭打設工基礎杭打設工のののの施工施工施工施工エリアエリアエリアエリア区分区分区分区分



桟橋工事の特徴 ２

技術的難易度が高い工事

桟橋＋床版構造での大規模な空港基盤施設

世界初の適用

先行打設した基礎杭にジャケットを被せる工法
（クリアランス 約10cm）

高精度施工が必要



 

ジャケットレグ

基礎杭 

基礎杭先行打設によるジャケット工法

仮仮仮仮受受受受けけけけ    
ﾌﾌﾌﾌﾞ゙゙゙ﾗﾗﾗﾗｹｯﾄｹｯﾄｹｯﾄｹｯﾄ    

基礎杭 
Φ1600mm 

ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄｬｹｯﾄﾚｸﾚｸﾚｸﾚｸﾞ゙゙゙    
ΦΦΦΦ1111888800000000mmmmmmmm    

ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄ注入注入注入注入    
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溶接架台溶接架台溶接架台溶接架台
750750750750ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ走行路走行路走行路走行路

ｽﾄｯｸﾔｰﾄｽﾄｯｸﾔｰﾄｽﾄｯｸﾔｰﾄｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ゙゙゙

杭一本化製作加工場杭一本化製作

羽田空港羽田空港羽田空港羽田空港

袖袖袖袖ヶヶヶヶ浦浦浦浦

一本杭 ： 杭長80～90m、重量80～90t

ﾐﾙﾒｰｶｰ工場の製作困難 ３分割を一本化



一本杭 開先形状図杭一本化製作



製作状況杭一本化製作

加工場溶接状況

溶接（内面側）



施工エリア区分基礎杭打設工

制限表面が緩和される範囲

工程確保 一本杭 ： 1,600ｔ吊級杭打船

制限表面の影響を受ける範囲

影響下施工 継杭 ： 300ｔ吊級杭打船
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昼間施工昼間施工昼間施工昼間施工

夜間施工夜間施工夜間施工夜間施工

継杭施工継杭施工継杭施工継杭施工



杭打船基礎杭打設工

長尺杭（80～90m）の打設

1,600ｔ吊級杭打船の使用



ジャケットの挿入（クリアランス 約10cm）

高い打設精度が必要

フライング打設工法の採用

打設工法

鉛直精度の確保

基礎杭打設工

２次打設：油圧ハンマー１次打設：バイブロハンマー



導材台船基礎杭打設工

施工サイクル確保
ジャケット挿入のための精度確保

６本／ジャケットをセットとした導材台船の使用

スパッド
ウインチ

スパッド

パイルキーパー

平面図平面図平面図平面図

ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ｲﾙｷｰﾊｲﾙｷｰﾊｲﾙｷｰﾊｲﾙｷｰﾊﾟ゚゚゚ｰーーー

導材台船打設状況導材台船打設状況導材台船打設状況導材台船打設状況



誘導システム

高い打設精度の要求

杭誘導システムの構築
複数の測量による精度確保

基礎杭打設工



杭打設ステップ図
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ジャケット海上運搬経路
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台船
6,000DWT級

主曳船

警戒船

警戒船
主曳船

輸送船団は気象・海象、地点場所により

図の矢印のように曳航体勢を変更する場合があります。

35～40m35～60m75m

195～235m

補助曳船

50～60m

AP+43m

輸送船団は気象・海象、地点場所により

図の矢印のように曳航体勢を変更する場合があります。

ジャケット曳航状況ジャケット海上運搬



使用起重機船 １ジャケット据付工

異形の連絡誘導路側ジャケット 3,000ｔ吊級起重機船

その他ジャケット（標準型）
制限表面の影響を受ける範囲をなるべく小さくする

低頭式起重機船（2,400ｔ吊級）



低頭起重機船 ２ジャケット据付工

ハンドルネジ式ピン吊りフックジブ内収納

全高の低減 吊りフックをジブ内に収納
制限表面抵触防止
船体の水平確保 バラスト調整システム
ジブ高さ制御

吊ピン作業安全性向上 ハンドルねじ式の採用



施工手順ジャケット据付工

ジャケット玉掛け・水切り 据付位置にシフト

位置決め・挿入 据付・位置確認



ジャケット仮受け工ジャケット据付工

仮受仮受仮受仮受けけけけﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾚｰﾄﾚｰﾄﾚｰﾄﾚｰﾄ

杭天端杭天端杭天端杭天端

レグレグレグレグ内面内面内面内面



レグ内カメラ画面・GPS誘導ジャケット据付工

ジャケットの挿入（クリアランス 約10cm）
位置決め・挿入の効率化

レグ内カメラの開発
ジャケット誘導システムの採用

レグ内カメラ RTK-GPSによるジャケット誘導システム



シアキーシアキーシアキーシアキー

グラウト結合概念図ジャケット～杭結合工

グラウトグラウトグラウトグラウト

杭外面杭外面杭外面杭外面レグレグレグレグ内面内面内面内面

シアキーシアキーシアキーシアキー

グラウト＋シアキーによる確実な荷重伝達



施工手順

1111次次次次ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄ確認用確認用確認用確認用ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾞ゙゙゙

布製底型枠布製底型枠布製底型枠布製底型枠
1111次次次次ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄ

注入用注入用注入用注入用ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾞ゙゙゙

2222次次次次ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄﾗｳﾄ
注入用注入用注入用注入用ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾞ゙゙゙

ジャケット～杭結合工

グラウトグラウトグラウトグラウト

杭天端杭天端杭天端杭天端

レグレグレグレグ内面内面内面内面

グラウト充填確認（レグ内部）

グラウト製造（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ船）

型枠設置・ホース接続・充填

グラウト用注入口



ジャッキ設置位置図ジャケット間結合工

遊間調整状況

設計基準温度（20℃）状態にて結合

ジャケット間の遊間調整の実施



施工手順 １ジャケット間結合工

接合前 足場設置・風雨養生・遊間調整

寸法計測（写真計測） 結合材切断・設置



施工手順 ２ジャケット間結合工

溶接 自動溶接機

非破壊検査野 → 塗装 結合完了



 

ご清聴、ありがとうございました。

桟橋Ⅱ工区


